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2.2 複数固定試験 

2.2.1 試験概要 

（１）試験目的および検討内容 

 本試験では，図-2.2.1に示すゴム支承の下沓鋼板とベースプレートをボルト接合した試験体に対して，

下沓鋼板に水平力を作用させ，取付ボルトの抵抗特性および破断特性の確認を目的とする。試験は，別

途発注の試験役務※1（以下，複数固定試験役務）で実施しており，試験結果はその成果を参照する。 

 本業務では，FE 解析による解析的検討を実施し，解析結果を含めた試験結果の分析を行う。 

 

 
図-2.2.1 試験体の概要 

 
※1：令和 2 年度 橋脚供試体載荷実験補助役務（令和 2 年 12 月），株式会社 HRC 研究所 
 
（２）対象試験体 

 複数固定試験役務で実施された，試験体諸元と計測概要を表-2.2.1

に示す。使用するボルトは，M16，強度区分 10.9 としており，スリッ

トの基本形状は，ベースプレート上面より高さおよび幅 1.5mm で設け

ている（図-2.2.2）。なお，適用したスリット形状は，単固定のボルト

せん断試験結果から決定した形状としている。 

 各試験体の着目点は，スリット形状，固定ボルト本数，ボルト孔誤

差としており，No.4 試験体と No.6 試験体はボルトの軸力を計測して

いる。 

図-2.2.2 製作ボルトの概要図  

表-2.2.1 試験内容一覧（複数固定試験役務より） 
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§2. 損傷誘導設計法の検討 

1. 支承部抵抗特性の検討 

1.1 試験概要 

（１）試験目的および検討内容 

 本業務では，図-2.1.1に示す支承部構造のみで行う支承部抵抗性試験※1（以下，支承部抵抗特性試験

役務）の結果を対象に，単固定ボルトおよび複数固定ボルトの抵抗特性と比較検討し，これら事前検討

の評価を行う。 

 さらに，支承部の固定方法（締結力の程度）による固定ボルトへの抵抗を検討し，せん断破断におけ

る制御の確実性を向上させるための条件等を検討する。本業務では，FE 解析による解析的検討を実施し，

解析結果を含めて試験結果の分析整理を行う。 

  
図-2.1.1 試験体の概要 

 
※1：令和 2 年度 橋脚供試体載荷実験補助業務（令和 2 年 12 月），株式会社 HRC 研究所 
 
（２）対象試験体 

 支承部抵抗特性試験役務で実施された，試験体諸元と計測概要を表-

2.1.1 に示す。本試験では，ボルト締結力を変化させた 3 試験体を設け

ている。使用するボルトは，M16，強度区分 10.9 としており，スリット

形状は，ベースプレート上面より高さおよび幅 1.5mm で設けている（図

-2.1.2）。なお，適用したスリット形状は，単固定のボルトせん断試験結

果から決定した形状としている。 

図-2.1.2 制作ボルトの概要図  

表-2.1.1 試験内容一覧（支承部抵抗特性試験役務より） 
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3 M16,<;$" 10.9 h=1.5, b=1.5 4F 70%  ���- φ18 
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(360kN) 
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2.2 複数固定試験 

2.2.1 試験概要 

（１）試験目的および検討内容 

 本試験では，図-2.2.1に示すゴム支承の下沓鋼板とベースプレートをボルト接合した試験体に対して，

下沓鋼板に水平力を作用させ，取付ボルトの抵抗特性および破断特性の確認を目的とする。試験は，別

途発注の試験役務※1（以下，複数固定試験役務）で実施しており，試験結果はその成果を参照する。 

 本業務では，FE 解析による解析的検討を実施し，解析結果を含めた試験結果の分析を行う。 

 

 
図-2.2.1 試験体の概要 

 
※1：令和 2 年度 橋脚供試体載荷実験補助役務（令和 2 年 12 月），株式会社 HRC 研究所 
 
（２）対象試験体 

 複数固定試験役務で実施された，試験体諸元と計測概要を表-2.2.1

に示す。使用するボルトは，M16，強度区分 10.9 としており，スリッ

トの基本形状は，ベースプレート上面より高さおよび幅 1.5mm で設け

ている（図-2.2.2）。なお，適用したスリット形状は，単固定のボルト

せん断試験結果から決定した形状としている。 

 各試験体の着目点は，スリット形状，固定ボルト本数，ボルト孔誤

差としており，No.4 試験体と No.6 試験体はボルトの軸力を計測して

いる。 

図-2.2.2 製作ボルトの概要図  

表-2.2.1 試験内容一覧（複数固定試験役務より） 
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（３）試験装置の概要および計測項目 

① 試験装置の概要 

 図-2.1.5 には，試験装置の概要を示す。対象試験体には，ゴム支承本体に 4.0N/mm2 の圧縮応力が作

用するよう，2 基の油圧ジャッキにより計 360kN の鉛直軸力を導入する。支承本体は，反力床上から嵩

上げプレート等により高さを調整して設置しており，水平荷重は，反力壁に固定された 750kN スクリュ

ージャッキにて与え，ジョイントプレート，載荷ブロックを介して，上沓プレートに荷重伝達される機

構となっている。 

  
図-2.1.5 試験装置の概要（支承部抵抗特性試験役務より） 

 
② 計測項目 

 表-2.1.2 には，支承部抵抗特性試験役務で計測されたチャンネル対応表を示す。なお，図-2.1.6には

計測箇所図および水平変位の原点箇所を示す。表-2.1.3には，固定ボルトの設置位置や軸力を計測した

ボルトの位置および No を示す。 

 

表-2.1.2 チャンネル対応表（支承部抵抗特性試験役務より） 
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§2. 損傷誘導設計法の検討 

1. 支承部抵抗特性の検討 

1.1 試験概要 

（１）試験目的および検討内容 

 本業務では，図-2.1.1に示す支承部構造のみで行う支承部抵抗性試験※1（以下，支承部抵抗特性試験

役務）の結果を対象に，単固定ボルトおよび複数固定ボルトの抵抗特性と比較検討し，これら事前検討

の評価を行う。 

 さらに，支承部の固定方法（締結力の程度）による固定ボルトへの抵抗を検討し，せん断破断におけ

る制御の確実性を向上させるための条件等を検討する。本業務では，FE 解析による解析的検討を実施し，

解析結果を含めて試験結果の分析整理を行う。 

  
図-2.1.1 試験体の概要 

 
※1：令和 2 年度 橋脚供試体載荷実験補助業務（令和 2 年 12 月），株式会社 HRC 研究所 
 
（２）対象試験体 

 支承部抵抗特性試験役務で実施された，試験体諸元と計測概要を表-

2.1.1 に示す。本試験では，ボルト締結力を変化させた 3 試験体を設け

ている。使用するボルトは，M16，強度区分 10.9 としており，スリット

形状は，ベースプレート上面より高さおよび幅 1.5mm で設けている（図

-2.1.2）。なお，適用したスリット形状は，単固定のボルトせん断試験結

果から決定した形状としている。 

図-2.1.2 制作ボルトの概要図  
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（３）試験装置の概要および計測項目 

① 試験装置の概要 

 図-2.2.4 には，試験装置の概要を示す。対象試験体は，反力床上から嵩上げプレート等により高さを

調整して設置している。水平荷重は，反力壁に固定された 750kN スクリュージャッキにて与え，ジョイ

ントプレート，載荷ブロックを介して，載荷ブロックに固定されている載荷プレートから荷重伝達され

る機構となっている。なお，下沓プレートに鉛直荷重は載荷されていない。 

 

 
図-2.2.4 試験装置の概要（複数固定試験役務より） 

 
② 計測項目 

 表-2.2.2 には，複数固定試験役務で計測されたチャンネル対応表を示す。なお，図-2.2.5 には計測

箇所図および水平変位の原点箇所を示す。表-2.2.3 には，固定ボルトの設置位置や軸力を計測したボル

トの位置および No を示す。 

表-2.2.2 チャンネル対応表（複数固定試験役務より） 
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（３）試験装置の概要および計測項目 

① 試験装置の概要 

 図-2.1.5 には，試験装置の概要を示す。対象試験体には，ゴム支承本体に 4.0N/mm2 の圧縮応力が作

用するよう，2 基の油圧ジャッキにより計 360kN の鉛直軸力を導入する。支承本体は，反力床上から嵩

上げプレート等により高さを調整して設置しており，水平荷重は，反力壁に固定された 750kN スクリュ

ージャッキにて与え，ジョイントプレート，載荷ブロックを介して，上沓プレートに荷重伝達される機

構となっている。 

  
図-2.1.5 試験装置の概要（支承部抵抗特性試験役務より） 

 
② 計測項目 

 表-2.1.2 には，支承部抵抗特性試験役務で計測されたチャンネル対応表を示す。なお，図-2.1.6には

計測箇所図および水平変位の原点箇所を示す。表-2.1.3には，固定ボルトの設置位置や軸力を計測した

ボルトの位置および No を示す。 

 

表-2.1.2 チャンネル対応表（支承部抵抗特性試験役務より） 
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